
第２期上野町長マニフェスト（R７～10年度）に関連する具体的な取組などの一覧

【注１】目標値は、第３次総合振興計画（令和８年度～）の策定後に見直す可能性があります。

【注２】第３次総合振興計画（令和８年度～）の策定後に、重点項目ごとにＫＧＩ※４を設定する予定です。

Ⅰ 住民の安全・安心の確保 自主防災 自主防災組織等による地域防災力の強化 全１２９公民会での自主防災組織の設置 自主防災組織の設置率 97.0 ％ ⇒ 100.0 ％

地域の実情に即した防災計画の策定 自主防災組織等（公民会）による訓練実施率 54.3 ％ ⇒ 90.0 ％

実践的な防災訓練の実施 自主防災組織等（公民会）による訓練回数 70 回 ⇒ 116 回

防災リーダーの育成支援 防災士の育成 防災士の認証登録者数 29 人 ⇒ 40 人

指定避難所のバリアフリー化 指定避難所のトイレ洋式化・手すり設置の推進 指定避難所のバリアフリー化率 75.0 ％ ⇒ 100.0 ％

届出避難所の推進 届出避難所数の拡大（最低各地区1箇所） 届出避難所数 16 公民会 ⇒ 36 公民会

避難所としての機能・環境整備

避難所物資の備蓄体制の強化 新たな備蓄場所の確保・備蓄量の確保 備蓄専用倉庫数 0 箇所 ⇒ 1 箇所

備蓄品の供給体制の構築、計画推進 備蓄物資充足率（備蓄物資対象者数650人分） 45.6 ％ 100.0 ％

消防・ 常備消防の充実 消防本部職員の計画的な採用と組織力の強化 職員定数（53人）に対する充足率 94.3 ％ ⇒ 100.0 ％

非常備消防 消防本部の消防ポンプ車・救急車等の計画的な更新 消防ポンプ車・救急車等の更新台数 期間中 1 台 ⇒ 期間中 5 台

非常備消防組織の充実・強化 消防団の消防ポンプ車等の計画的な更新 消防ポンプ車等の更新台数 期間中 4 台 ⇒ 期間中 5 台

消防団員の確保と育成 新入団員研修回数 期間中 4 回/年 ⇒ 期間中 4 回

消防団幹部団員のリーダーシップと組織運営の強化 消防学校幹部教育への派遣人員 期間中 46 人 ⇒ 期間中 48 人

消防本部と消防団間の早期情報伝達体制の構築

健康・福祉 安心して暮らせる医療・介護体制の整備
患者情報共有システム（かごネット）による医療・
介護患者の情報連携

患者情報共有システム（かごネット）の登録者
数

639 人 ⇒ 2,150 人

介護従事者の人材確保と育成
町の介護人材取得等支援事業補助を受ける事業
所数

7 箇所 ⇒ 16 箇所

介護従事者の業務負担軽減 ケアプランデータ連携システムの普及率 20.0 ％ ⇒ 70.0 ％

外国人材の積極的な採用支援

地域医療の充実及び強化

特定健診及び各種がん検診の充実 特定健診（４０歳～７４歳）の推進 特定健診の受診率 68.7 ％ ⇒ 70.0 ％

長寿健診（７５歳以上）の推進 長寿健診の受診率 21.4 ％ ⇒ 34.5 ％

ワンコインがん検診の推進 ワンコインがん検診の受診率（胃がん検診） 4.0 ％ ⇒ 7.9 ％

　　　　　〃　　　　　　　（大腸がん検診） 15.7 ％ ⇒ 19.0 ％

　　　　　〃　　　　　　　（肺がん検診） 11.7 ％ ⇒ 15.0 ％

　　　　　〃　　　　　　　（子宮がん検診） 11.4 ％ ⇒ 15.0 ％

　　　　　〃　　　　　　　（乳がん検診） 17.3 ％ ⇒ 21.0 ％

要精密検査者への個別受診勧奨 要精密検査者受診率（胃がん検診） 89.4 ％ ⇒ 100.0 ％

　　　　　〃　　　（大腸がん検診） 82.0 ％ ⇒ 100.0 ％

　　　　　〃　　　（肺がん検診） 100.0 ％ ⇒ 100.0 ％

　　　　　〃　　　（子宮がん検診） 100.0 ％ ⇒ 100.0 ％

　　　　　〃　　　（乳がん検診） 100.0 ％ ⇒ 100.0 ％

高齢者・障がい者福祉の充実 障がい者等の社会参加の支援 障がい者の居場所づくり（＊＊＊＊カフェ） 0 箇所 ⇒ 1 箇所

相談支援体制の充実 障がい者基幹相談支援センターの設置数 0 箇所 ⇒ 1 箇所

相談支援事業所（精神障害）の登録数 0 箇所 ⇒ 1 箇所

障がい福祉人材の確保・育成 ボランティア登録者数 39 人 ⇒ 40 人

ボランティア登録団体数 32 団体 ⇒ 39 団体

雇用・就業機会の確保 就労継続支援Ａ型作業所数の増 1 箇所 ⇒ 3 箇所

高齢者の在宅福祉サービスの充実 福祉給食数 46,946 食 ⇒ 50,000 食

移動支援サービス利用者数 1,949 回 ⇒ 2,000 回

認知症サポーターの養成講座数 20 回 ⇒ 30 回

交流・集いの場（＊＊＊＊カフェ）参加者数 448 人 ⇒ 500 人

介護人材の確保支援 介護支援ボランティアの数 12 人 ⇒ 20 人

発達障がいの療育支援 専門人材の配置による発達支援体制の充実

親子教室（家族支援）・発達相談（早期発見）の実
施

親子教室開催回数 59 回 ⇒ 70 回

発達相談の開催（早期発見）

予防接種事業の推進 帯状疱疹予防接種の推進

二次救急医療体制の強化 救急体制インフラの整備

薩摩郡医師会病院の医師確保対策

高齢者の生きがいづくり支援 多様な交流の場におけるデジタル活用の支援
高齢者向けのテレビゲームによる交流機会の創
出

0 回 ⇒ 12 回

グラウンドゴルフスコアアプリの利用回数 1 回 ⇒ 累計 20 回

移動手段のない高齢者への支援 高齢者いきいきチケットの交付率 41.5 ％ ⇒ 60.0 ％

高齢者いきいきチケットの使用率 78.5 ％ ⇒ 85.0 ％

高齢者に対するボランティア活動の促進
公民会単位での地域生活支援団体（おたすけ
隊）の設置団体数

7 団体 ⇒ 20 団体

高齢者学級での（趣味）講座内容の充実 高齢者学級の参加者数 162 人 ⇒ 170 人

サロンでの（趣味）講座内容の充実 サロンの参加者数 62 人 ⇒ 70 人

定年帰農者応援事業の推進 定年帰農者応援事業栽培技術研修会参加者数 22 人 ⇒ 24 人

インフラ整備 国土強靭化・治水防災対策の推進
町国土強靱化地域計画に基づく避難路確保、土砂災
害防止、治水対策の計画的推進

国土強靭化計画路線等の整備率 36.8 ％ ⇒ 69.1 ％

北薩横断道路の整備促進と北薩トンネルの早期復旧
関係機関と連携した宮之城道路など残り区間の早期
整備

国等関係機関への要望活動 年 1 回実施 ⇒ 年 1 回以上

北薩トンネルの早期復旧 供用率 0.0 ％ ⇒ 100.0 ％

川内宮之城道路等の広域ネットワーク網の整備
期成会の活動強化と川内宮之城道路の早期事業採択
の推進

国等関係機関への要望活動 年 1 回実施 ⇒ 年 1 回以上

幹線町道等の改良促進
幹線道路の緊急性等を考慮した計画的な補修工事等
の実施

過疎計画路線の整備率 27.3 ％ ⇒ 69.7 ％

上水道給配水網の計画的な更新・維持管理 更新（長寿命化）計画の策定

リスクマネジメントと緊急対応計画の策定

※３　ＫＰＩ：Key Performance Indicator（キー パフォーマンス インジケーター）の略で「重要業績評価指標」と訳されます。目標達成に向けたプロセスや行動の進捗状況を定量的に評価する指標のことです。

簡単にいえば、「ちゃんと目標に近づいているかどうかを数値で見える化するものです。

簡単にいえば、最終的な目標（ゴール）が達成されたかどうかを数値で見える化するものです。

※４　ＫＧＩ：Key Goal Indicator（キー ゴール インジケーター）の略で「重要目標達成指標」と訳されます。プロジェクトなどにおける最終的な目標を評価する指標のことです。

推進事項達成に向けた具体的な取組内容重点項目

※１　基準値の列に記載の「期間中」とは令和３年度～６年度の４年間を指します。

※２　目標値の列に記載の「期間中」とは令和７年度～１０年度の４年間を指します。

推進項目 推進事項
R6年度末 R10年度末

推進項目のＫＰＩ　※３
基準値　※1 目標値　※2


